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　京都環境賞は，市民や事業者の皆様の自主的な環境保全活動を更に推進するため，先進的・斬新な方法で
より良い環境の保全を目指した活動に取り組んでおられる方を表彰するもので，今回で７回目になります。
本年度は，29件の応募があり，学識経験者，市民団体及び事業者団体の代表者からなる選考委員会（委員長：
山田國廣　京都精華大学教授）での意見をもとに，受賞者を決定しました。
　本市は，「DO YOU KYOTO ？」の取組を市民の皆様と進めており，今回，受賞された皆様の御活動は，環
境への高い志を掲げて，積極的に取り組まれているものばかりです。受賞者の方々には，平成22年１月26
日（火）に京都市役所第一応接室において開催した表彰式で，門川市長が賞状と副賞を贈呈し，「世界に誇る
取組」とたたえるとともに，これからも「DO YOU KYOTO ？」の輪を更に広げていただくようエールを送り
ました。

京都環境賞　大賞は「びっくり！ エコ実行委員会」

　同団体は，市民，学生，教員，企業などにより組織されており，
環境保全活動の底上げを目的に様々な啓発活動を実施しています。
平成17年から毎年８月に，京都高島屋において，「びっくり！エコ
100選」として，100のエコな商品やサービス，取組を紹介する展示
企画を開催しています。また，環境冊子「Do You Kyoto?」の発行
や「京都議定書マラソン・ウォーキング」の開催など，市民の環境意
識の向上に尽力されています。同団体の取組は全国的に大きな広が
りが見られ，環境保全活動の取組として特に秀でていることから，
今回の受賞となりました。

　また，特別賞の４賞は下記の方々に決定いたしました。
　表彰された方々の取組は，平成22年３月16日午後１時30分より平安会館にて開催します「エコな市民，事
業所，ＮＰＯ全員集合！！」で発表していただきます。

　　市民活動賞　　　NPO地域環境デザイン研究所ecotone
　「２Ｒ（リデュース，リユース）をテーマとした京都発の地球温暖化防止活動」
　　企業活動賞　　　株式会社ウエダ本社
　「オフィスから始まる地域循環型の環境活動」
　　環境教育賞　　　京都市立池田小学校
　「オオムラサキを醍醐の空に」
　環境レポート賞　　三共精機　株式会社
　「インターンシップ生によるわたしたちのエコー
　　〜環境レポートVol.1〜」 

第７回「京都環境賞」受賞者が決定しました！！

お問い合わせ：環境政策局環境企画部環境管理課
　　　　　　　　　　  （TEL. 075-213-0930）

「市民×学×産×官のコラボレーションによる「京都議定書」達成に向けた底上げ活動」
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　京都市は京都議定書誕生の地として，また，環境モデル都市として，率先して低炭素社会と循環
型社会の実現を図ることとしております。そのためには，行政の方針や目標だけではなく市民や事
業者の皆様の環境に配慮した自発的な取組が不可欠です。
　そこで今回，市民や事業者の皆様を対象に，より良い環境づくりに「今，必要なことは何か。」に
ついて考え，行動する契機としていただくことを目的に，環境保全活動を先進的に進めている市民，
事業所，NPOの皆様の取組事例の発表会を開催します。
　これを機に，ぜひ環境に配慮した身近な取組の大切さに関心をお持ちいただき，今後の取組の一
歩としていただけたらと思います。是非ふるってご参加下さい。

　日　時：平成22年３月16日（火）　午後１時30分〜午後４時
　会　場：平安会館　白河の間 （定員170名，入場無料）
　　　　　〒602-6912　京都市上京区烏丸通上長者町上ル
　内　容：
　　（１） 基調講演　
　　　　・テーマ　「今，必要な環境への取組」
　　　　・講　師　浅岡　美恵　氏
　　　　　（特定非営利法人気候ネットワーク代表，京都市環境審議会委員）

　COP15にも出席された同氏から，地球環境から見た市民，事業者
の身近な環境への取組の大切さなどについてご講演していただきます。

　　（２） 環境保全活動の取組事例発表会
　京都環境賞各賞受賞者・エコドライブ推進事業所・KES認証取得
事業所による取組事例について，それぞれ発表していただきます。
座長には，京都精華大学教授　山田　國廣氏をお迎えし，発表内容
について講評していただきます。

　　（３） パネル展示等
　会場内には，市民，事業者，NPOの環境への取組についてパネル
等の展示，資料配布により紹介いたします。

エコな市民， 事業所， ＮＰＯ全員集合！！

（お問い合わせ：環境政策局環境企画部環境管理課　TEL. 075-213-0930）

浅岡美恵さん

山田國廣さん

京都環境賞受賞者

エコドライブ推進事業所

KES認証取得事業所

による取組事例発表会を開催します！！
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（お問い合わせ：環境政策局環境企画部環境管理課　TEL. 075-213-0930）

〜京都市内の自動車教習所でエコドライブ研修をスタート〜
車の運転はエコドライブが常識！

　平成21年12月から，京都市内の10箇所の自
動車教習所で，自動車運転免許をこれから取得
する受講生や免許更新を受けようとする高齢者
を対象に，エコドライブ講習が開始されました。
　市民の皆さんが初めて自動車の運転方法を学
ぶ教習所で，プロの教習員から「ふんわりアクセ
ルｅスタート」「加減速の少ない運転」「早めの
アクセルオフ」などのエコドライブのコツを学ぶ
と，エコドライブが運転の常識になりますね。
　この取組が進めば，京都のまちは，エコドラ
イブが当たり前のまちとなり，人にも地球にも
やさしい社会の実現に大きく近づくことになり
ます。

　京都市では，このエコドライブを実践し，周りに広めていただける市民の方を募集しており，平成22
年１月20日現在で，42,535名の方々にエコドライブ宣言をしていただいています。
　また，今回，エコドライブ講習をしていただく自動車教習所は，併せて募集している「エコドライブ
推進事業所」（274事業所，平成22年１月現在）にもご登録をいただいています。
　これからも，人にも地球にもやさしいエコドライブのまち京都を実現するため，市民や事業所の皆さ
んの御協力をお願いします。

京エコドライバーズ宣言募集中！
今日からあなたも車でeco!!

エコドライブ宣言は，環境管理課ホームページ（http://
www.city.kyoto.jp/kankyo/envm/cev/ecodrive.htm）か
ら用紙を印刷していただき，京都いつでもコールまでFAX

（075-661-5855）していただくことによって行えます。
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　レアメタルは，IT関連製品などの材料として欠かせない素材であり，国内の需要
増加とその産出国が偏在しているため，安定的な確保が極めて重要となっています。
　京都市では，関西初の取組として，11月から「不要になった小型家電｣を回収し，
リサイクルするモデル事業を実施し，市民の皆様に周知啓発を行っています。本事
業は，当初，国（経済産業省及び環境省）等と連携して，来年１月末までの期間，小
型家電の回収を予定していましたが，更なる周知啓発を図り，レアメタルのリサイ
クルを促進していくため，３月末まで回収ボックスの設置を延長します。

　希少金属（レアメタル）をリサイクルするために，
「不要になった小型家電の専用回収ボックス」の設置期間を延長します！！

（お問い合わせ：環境政策局循環型社会推進部循環企画課　TEL. 075-213-4930）
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イベント「エコセン環境まつり」を開催します
　2月は京都で開催されたCOP3（1997年・地球温暖化防止会議）で誕生した国際的な地球温暖化防止に
向けての約束，「京都議定書」が発効した月です。2008〜2012年はその約束期間であり，わたしたちは
日々の生活を見直し，温室効果ガスの削減に取り組んでいます。
　COP3開催記念館である京エコロジーセンターでは，京都議定書発効5周年記念，そして京エコロ
ジーセンターで日々活躍する環境ボランティア「エコメイト」の1年間の活動報告などのイベントを開催
します。「自分からできることを考える」をテーマに，セミナーや「エコメイト」によるミニイベント，今
年度の活動報告展示など，お楽しみがもりだくさんです。一緒に「自分からできること」を見つけましょ
う！　是非，みなさんでお越しください。お待ちしています。

●日　　時：2月21日（日）午後１時〜午後５時
●会　　場：京エコロジーセンター
　　　　　　〒612-0031　京都市伏見区深草池ノ内町１３番地
　　　　　　（申込不要，参加費は無料）
●内　　容
・オープニング （午後１時〜午後１時30分）　ハンドベルの演奏など 
・こども向け 「参加型ミニイベント」　（午後１時30分〜午後４時30分）

　京エコロジーセンターの環境ボランティア「エコメイト」が，日ごろの活動を活かした参加型の楽し
いミニイベントを実施します。例えば，わしやツバメ，トカゲなど色々な生き物同士のつながりにつ
いて体を動かしながら親子で楽しく学べる「食物連鎖ゲーム」など，おどろきのミニイベントばかりで
す。

・大人向け 「環境セミナー」 （午後2時〜４時）
　環境について活動しているNPOや企業など多方面からゲストスピーカーを招き，それぞれの取組の
報告や「私にできること」をテーマにお話いただきます。

　【ゲストスピーカー】 （発表順）
　　高月紘さん（京エコロジーセンター館長）
　　志賀真人さん（NPO法人　京都・深草ふれあい隊）
　　中村和歳さん（環境ボランティア「京エコサポーター」）
　　吉村由喜子さん（環境ボランティア「エコメイト」）
　　和田弘さん（株式会社ジーエス・ユアサパワーサプライ）
・クロージング （午後４時30分〜午後５時） よさこいソーランの迫力あるダンスなど　　　　　　　　
　
●お問い合わせ：京エコロジーセンター（TEL：075-641-0911／ FAX：075-641-0912）
　ホームページ （http://www.miyako-eco.jp/） にもイベントについての情報を載せています。
●主　　　　催：京エコロジーセンターエコセン環境まつり実行委員会
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〒604-8101　京都市中京区柳馬場通御池下る柳八幡町65　京都朝日ビル4F
TEL. 075-213-0930　FAX. 075-213-0922　
URL ： http://www.city.kyoto.jp/kankyo/envm/

京都市環境情報のバックナンバーは，以下のアドレスから御覧になれます。
URL ： http://www.city.kyoto.jp/kankyo/envm/getemp/jo_ho/jo_ho.html

京都市環境政策局環境企画部環境管理課

京都市印刷物第213159号

（お問い合わせ：環境政策局循環型社会推進部循環企画課　TEL. 075−213−4930）

　京都市では，市民の皆様に廃棄物に関する問題を考えていただくきっかけとするため，「第10回環境
フォーラムきょうと」を開催します。市民や学生，事業者，廃棄物処理業者の皆様が心をひとつに廃棄物問題
に取り組めるよう，多彩な内容を準備していますので，この機会に是非お越しください。

　　日　時：平成22年3月6日(土)　午後0時〜午後4時30分
　　会　場：京都市呉竹文化センター（ホール定員600名，入場無料）
　　　　　　〒612-8085　京都市伏見区京町南七丁目35番地の1
　　内　容：

「第10回環境フォーラムきょうと」を開催します

　京都市では，平成21年12月に京都市廃棄物減量等推進審議会からいただいた「新京都市循環型社会推進基
本計画策定に向けた提言について（答申）」を基に，今後の京都市のごみの減量・リサイクルなどの方向性に
ついて定める「みんなで目指そう！ごみ半減！循環のまち・京都プラン（案）−京都市循環型社会推進基本計
画（2009−2020）−」をとりまとめました。この度，とりまとめたプラン（案）について，平成22年２月12日

（金）から３月12日（金）までの期間，市民及び事業者の皆様からの御意見を募集します。
　詳細については以下のホームペ−ジを参照ください。
　　　　○新京都市循環型社会推進基本計画策定に向けた提言について（答申）
　　　　　URL：http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000073498.html
　　　　○プラン（案）の意見募集について
　　　　　URL：http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000074889.html

（お問い合わせ：環境政策局循環型社会推進部廃棄物指導課　TEL. 075−213−0926）

ホール　※催しは，午後１時～午後４時 展示・環境学習コーナー

ホテルグランヴィア京都，JT
南西工場，竹田小学校による
3Rに関する取組の発表や，千
両松地域エコ協議会による廃
棄物リサイクルの紹介で，環
境問題について楽しく学んで
いただけます。

シンガーソングライターとし
て活躍されている川嶋あいさ
んに，3Rに関するトークを交
えたライブをしていただきま
す。

産業廃棄物を原料とし
たリサイクル品や啓発
パネルなどを展示しま
す。また，見て，触れて，
楽しく環境について感
じ，学んでいただけるコ
ーナーを用意します。

今後の京都市のごみの減量・リサイクルなどの
方向性についての計画に対する意見を募集します！ 


